
令和７年度第１回 北海道内部統制推進員会議 議事録 

             日 時：令和７年４月 22 日(火)  11:00～11:30 

             場 所：本庁舎 ３階 テレビ会議室 

             出席者：別紙名簿のとおり 

 

（大西イノベーション推進局長） 

・これより「令和７年度第 1回北海道内部統制推進員会議」を開催する。 

・本日進行を務めさせていただく大西。 

・初めに総括内部統制推進員である天野イノベーション推進監からご挨拶をさせてい 

ただく。 

 

（天野イノベーション推進監） 

・お集まりいただき感謝。 

・この会議は、昨年設置し、本日は新しい体制になって初めての会議。適正な事務の 

確保に向けて、これをやれば大丈夫というものはないと考えている。効果的な対策の 

あり方について不断に見直しを行いながら、職員一人一人が意識を高め、組織として 

のチェック機能を高めていく。そうした取り組みを継続的に実施していくことが重 

要。 

・本日の会議では改めて、内部統制制度について説明させていただき、今年度の取り 

組みなどについて共有する。人事異動もあって、業務に不慣れな職員も多いが、本日 

お集まりの皆様には、各所属において、きめ細かな目配りをしていただき、適正な事 

務の確保に向けた取り組みの周知徹底について協力いただくよう、よろしくお願いす 

る。 

 

（大西局長） 

・本日の議題は、３つ。 

・最初に「１ 北海道内部統制推進員会議について」、「２ 内部統制制度につい 

て」、説明する。 

 

（金見行政マネジメント推進課長） 

・日頃から内部統制に関わる業務について、ご理解とご協力をいただき感謝。 

・人事異動後初めての開催なので、改めて内部統制推進員会議の概要を説明する。 

・本会議は、内部統制の取り組みを通じた再発防止策の効果的な実施と、リスク事案 

に関する情報共有などを目的に、各部の次長、振興局の副局長を推進員とし、昨年 10 

月末に設置。 

・重要リスク項目に基づいて、各所属における取り組みを開始する年度当初などの定 

期開催のほか、道に重大な影響を及ぼすリスク事案が発生した場合などに、随時開催 

させていただくもの。 

・昨年度は３回開催。新型コロナに係る臨時交付金の返還事案を受け、第１回は、 



再発防止策のほか、のちほどご説明する内部統制制度の概要、重要リスク項目等につ 

いて、ご説明した。 

・第２回は、議会議論や知事からの指示事項を共有し、関係規定の改正などこれまで 

講じてきた再発防止策の共有や取組を紹介。今後講じる再発防止策について、推進員 

の皆様からのご提案をお願いした。 

・第３回は、いただいたご提案を取りまとめ、今後の取組の方向性を共有したほか、 

令和７年度の内部統制に係る重要リスク項目や、重点取組項目についての情報共有な 

どを行ってきたところ。 

・議題２ 内部統制制度について、ご説明する。 

・内部統制制度は、事務上のリスクの発生を抑制し、事務の適正な執行を確保するた 

めの取組であり、令和２年度から導入。令和７年度は 13 の重要リスク項目を定め、適 

切な事務が執行されるよう、各課において対応策を講じていただいているところ。 

・次に重要リスク項目について。重要リスク項目とは、各種業務のうちリスク発生の 

高いものや発生した場合の影響度が大きいものについて選定。選定したリスクについ 

て、対策の検討、点検評価を実施しているもの。 

・続いて内部統制制度の流れとして、まず重要リスク項目を特定し、３月中に各所属 

において、それぞれのリスクに応じた対応策を検討していただき、年度を通して実施 

しているもの。１年度間の取組内容については、自己評価と制度所管課の評価、そし 

て当課における評価部局による独立的評価を終え、評価報告書を取りまとめた後、翌 

年の３定議会で報告する流れ。 

・以上、内部統制推進会議と制度の概要。 

 

（大西局長） 

・今の説明に、ご意見やご質問等があれば伺う。 

・なければ次に、「３ 令和７年度の取り組みについて（1）『令和７年度重要リスク

項目・重点取組項目について』」説明する。 

 

（金見課長） 

・１つ目の「重要リスク項目・重点取組項目について」説明する。 

・令和７年度の重要リスク項目は、資料のとおり 13 項目。昨年度、コロナ交付金の返 

還事案があったことから、改めてリスク項目全体を整理し、特に７番の間接補助事業 

における額の確定の誤りを期中に追加してきたところ。 

・なお数字が赤枠になっているところは、重点取組項目となっており、13 の重要リス 

ク項目のうち、重要リスクに選定してから 1年以内のリスクや過去５年の発生頻度の 

高いリスクとなっている５つの項目を選定したもの。 

・これらの５項目に、関係規定や、発生事案の傾向などをわかりやすく解説したリス 

クのクスリという内部統制の通信や、文書の誤送付を防ぐポイントをまとめた解説動 

画なども、電子掲示板や庁内イントラネットに掲載しているほか、リスクごとに集中 

的に取り組む期間を設定し、今後、全庁の電子掲示板への配信も行っていく予定。 

・各部局、振興局内において、周知をお願いするほか、日常の業務や研修等にご活用 



いただきたい。 

・重要リスク項目、重点取組項目に係る７年度の取組については以上。 

 

（大西局長） 

・今の説明に、ご意見やご質問等があれば伺う。 

・なければ、次に、「（2）不適正事務の再発防止に向けた取組について」説明する。 

・昨年度、皆様からいただいたご提案を踏まえ、具体的な取り組みの方向性を、資料 

のとおり取りまとめたところ。本日はこの中で今年度実施する取組について、３点ほ 

ど具体的な内容について情報提供する。 

・まず「財務会計事務関係研修について」、出納局の石橋次長からご説明いただく。 

 

（出納局 石橋次長） 

・令和７年度財務会計事務に関する研修について、先週末、各所属の皆様に通知、掲 

示板にも掲載したところ。 

・説明のあった（スライド 10 の）不適正事務の再発防止のための具体的な取組とし 

て、会計業務での専門知識の向上を図る研修の充実が示されている。この取組を進め 

る趣旨から、出納局が実施する研修について、財務会計事務に携わる職員に 1人でも 

多く受講していただきたい。 

・今年度の出納局主催の研修についても、財務会計事務に携わる職員の実務経験など 

を勘案しながら、５つの研修を計画する。 

・これらの研修のうち、左側の上側、それから下表に示す「１.財務会計事務担当者職 

員研修」と、「２.財務会計事務基礎研修」について、より柔軟な研修機会を確保する 

観点から、オンデマンドによる方式とし、時間や場所に制約されず、必要な時期、必 

要な場所で受講できるよう研修動画を作成し、それぞれのパソコンで受講できるよう 

に考えている。 

・この２つの研修については、不適正な事務の実例の他、実務処理で特に留意すべき 

事項など、財務会計事務に携わる職員に備えていただきたい知識の向上も目的として 

いるので、各部や各振興局の関係職員の積極的な受講をお願いしたい。 

・３から５の研修は、財務会計職員の専門的知識と課題解決能力の養成の観点から、 

対面による演習方式で実施するほか、各部などで実施する研修に出納局職員を講師と 

して派遣するなどのサポートを行いたいと考えている。 

・また各研修の実施に当たりアンケートなどを行い、今後の研修項目の追加や充実、 

理解度に応じた研修資料の検討のために活用していきたい。 

・内部統制推進員の皆様には、所属職員への研修受講の働きかけやご配慮をお願いす 

るとともに、所属の職員に対し職場研修など実施する際に、オンライン研修の動画を 

研修素材として活用していただくなど、ご協力をお願いしたい。 

 

（大西局長） 

・全庁的に財務会計の知識を有する職員はなかなか少ない現状と感じる。ぜひこの研 

修について、積極的な受講をよろしくお願いする。 



・今の説明に、ご意見やご質問等があれば伺う。 

・なければ、次に、「業務プロセスの見直しについて」、行政マネジメント推進課の 

佐々木業務支援担当課長からご説明する。 

 

（行政マネジメント推進課 佐々木業務支援担当課長） 

・まず初めに、ＢＰＲについて、イメージと実施手順について簡単に説明する。 

・ＢＰＲとは、ビジネスプロセスリエンジニアリングという頭文字をとり、業務プロ 

セスの再構築と訳されるもの。 

・現在、職員一人ひとりにかかる業務負担は非常に大きいものになっている。今後人 

口減少に伴い、一層の人手不足もあり得る中、業務をスリム化し、職員の業務負担を 

減らし、より効率的で適正な業務執行につなげていこうという取組。 

・期待される効果は、手順の見直しによる業務時間の短縮と削減、経費の削減。複雑 

な手順を簡素化することによるミスの防止。結果として、道民サービスの向上につな 

がる効果を期待できる。 

・実施の手順について、まずは業務をいくつかのフローに切り分けし、その業務の流 

れの中で、どのような作業を行っているか、何に時間がかかっているのか、あとは、 

ミスが発生したような場合に実際にどういうところが問題なっているのかについて見 

直し分析をしていく。最終的にはその中で、自動化できる部分はないか、そもそも省 

略や簡素化できるようなものはないかといったものを検討し、実際の業務プロセスの 

見直しにつなげていくというもの。 

・令和７年度についても、いくつかの業務でＢＰＲの取り組みを推進していこうと考 

えている。 

・従前と異なるのは、これまで行政マネジメント推進課、以前の改革推進課と、担当 

部局の皆様とで協力してＢＰＲを行ってきたところだが、今年度は新たに専門家の目 

を加えて実施をするという形にしている。専門家を入れることによって、より高度な 

分析や自動化、マクロを使うような場合に、より複雑なマクロに対応できるなど、専 

門的な知見を生かした対応策の実施に期待している。 

・内部統制的な視点で言えば、ＲＰＡによる自動化を検討することや、文書の自動 

化・電子化で入力作業を効率化していくというような、効率性の向上などを通じ、ミ 

スの発生の少ない、効率的・効果的な業務執行を目指していきたい。 

・今回、いくつかの業務を選定するが、所属の中で、ＢＰＲをぜひ実施したいという 

ものについては、ご相談いただければ対応させていただきたい。 

 

（大西局長） 

・今の説明に、ご意見やご質問等があれば伺う。 

・ＢＰＲについても、業務において、ヒューマンエラーを防ぐ、あるいは業務の負担 

軽減をする点においては、非常に有効な手段と考えている。 

・この取り組みについても皆様のご協力を得ながら、順次進めていくのでよろしくお 

願いする。 

・最後に「各部代表課機能の強化について」、金見課長からご説明する。 



 

（金見課長） 

・各部代表課機能の強化について、本年４月から、財務事務の適正な管理と執行強化 

するため、本庁各部代表課にそれぞれ１名、人員が配置されたところ。 

・先週 17日には、各部の代表課長を対象として、契約事務の集約化に係る説明会を開 

催させていただき、財務事務のチェック機能や、相談機能等の強化について、各部に 

おける想定業務としてご説明させていただいたところ。 

・今後担当者向けに改めて考え方や役割などについてご説明させていただく予定。 

・その他今年度実施する、契約事務の集約化の検討に当たり、ご協力いただきたいと 

考えているため、何かあれば、後ほどご照会いただきたい。 

 

（大西局長） 

・今の説明に、ご意見やご質問等があれば伺う。 

・全体を通して他に質問がなければ、令和７年度第１回北海道内部統制推進員会議を 

終了する。 

・皆様におかれては、本日ご説明をさせていただいた取り組みの推進について、ご協 

力をお願いするとともに、各部局内で職員と共有を図りながら、それぞれの取り組み 

に生かしていただきたいと思っている。 

・また、今後取り組みを進めていく中で、皆様と共有すべき事項が出てきた際には、 

適宜提供していきたいと考えているので、よろしくお願いする。 


